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日 時  ２０１８年（平成３０年）７月２３日（月） 

場 所  藤沢市役所本庁舎８階 ８－１，８－２会議室 

 



日時： ２０１８年(平成３０年）７月２３日（月)
午前１０時から正午まで

場所： 藤沢市朝日町１－１
藤沢市役所本庁舎８階　８－１，８－２会議室

１ 開　会

２ 社会教育委員の職務等について

３ 社会教育委員会議の運営について

４ 議題

（１）関係審議会等委員の選出について 【非公開】

（２）生涯学習ふじさわプラン２０２１　平成２９年度進捗管理について

５ 報告

６ その他

７ 閉　会

平成３０年度藤沢市社会教育委員会議７月定例会
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（出席委員） 

川野佐一郎・稲川由佳・石川美保子・市川範朗・井沼隆史・岩本将宏 

長田祥男・金田麻沙子・川島祐輔・瀬戸内恵・林良雄・本多清弘・山田勉 

（事務局） 

平岩教育長・秋山部長・井出主幹・黒澤課長補佐・川口主任・高橋職員 

 

 

********** 午前１０時２８分 開会 *********** 

 

川野議長  ただいまから社会教育委員会議７月定例会を開催します。 

  会議に入る前に、今期最初の定例会となりますので、秋山生涯学習部

長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

秋山部長  （挨拶） 

 

川野議長           ありがとうございました。 

                 続きまして、配付資料の確認をお願いします。 

 

事務局  （配付資料の確認） 

 

川野議長  ありがとうございました。 

  傍聴者の確認をお願いします。 

 

事務局  （傍聴者の確認） 

 

川野議長  ありがとうございました。 

  会議は基本的には皆さんの合意を得て進めていきますが、皆さんから

口を開いてご発言いただかないと、なかなか次に進行しませんので、自

由に、フランクに、機会を捉えて発言していただきたいと思います。私の

ほうから意見を振ることもありますので、よろしくお願いいたします。 

  早速ですが、本多委員、先ほど部長のご挨拶にオリンピック・パラリンピ

ックの話がありましたが、藤沢市の取組はいかがですか。 

 

本多委員  実は、全く意識していませんでしたが、きのう東京2020マスコットのニュ

ースがありまして、藤沢市でもセーリングがあったんだということを、きょう

あらためて実感しました。少し認識を改めて、市民応援団に入ろうかなと

思ったところです。 

 

川野議長  生涯学習ということで、スポーツ、レクリエーション、文化といろいろなと

ころに話が及ぶと思います。ぜひ皆さんもアンテナを高くしていただき、こ
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の会議で議論していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  それでは、「２議題」に入ります。「（１）社会教育委員の職務等につい

て」、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局  （資料１「社会教育委員の職務等について」の説明） 

 

川野議長  今期初めて委員になられた方は、「社会教育」という言葉と、「生涯学

習」、「生涯教育」という言葉が混同して、どこがどう違うのかとか、社会教

育委員でなく生涯教育委員でもよいのか等、いろいろ疑問をお持ちだと

思います。社会教育も生涯教育も全て地域で展開する教育活動で、藤

沢市という地域を舞台にして行われる市民の活動が社会教育であり生涯

教育です。 

  社会教育法は、１９４９年にできた法律ですが、いまだにその精神は生

きており、生涯学習に関する法律がその後１９９０年ぐらいに出てきて、 

2００６年に教育基本法が大きく変わりました。今の社会教育、地域の教

育というのは転換期にあるということだけは言えると思いますので、国の

法律だけでなく、藤沢市の定める条例も大事だと考えます。藤沢市は先

進的で、社会教育が非常に活発に行われていると評価をしていますの

で、皆様方も自信を持ってご発言いただければと思います。 

  岩本委員は中学校長会から出ていただいていますが、学校教育と社

会教育は、かつて水と油と言われていましたがいかがでしょうか。 

 

岩本委員  学校現場では社会教育に対する認識が全く遅れている状況だと思い

ます。社会教育委員会議に３年前に出ていたときは、半年以上飛び交っ

ている話がよくわかりませんでした。その後現場を離れて、県教育委員会

で１年間社会教育の担当で会議に出させていただいたこともあり、学校

現場でも認識をもっと広げていかなくてはいけない、理解をしていかなけ

ればいけない、ということを感じました。今回学校現場に戻りましたので、

そういったことを広める役ができればいいなと感じております。 

 

川野議長  ありがとうございます。学校教育と社会教育の関係性をなぜ伺ったかと

いうと、１０年ぐらい前は学校教育と社会教育の融合という言葉を文部科

学省が言っていて、「学社融合」」ということを随分やりました。学校教育と

社会教育が融け合って地域で問題を考えていけばいいということです。

しかし、その言葉自体が何を言おうとしているのか、余りよくわからなかっ

たことがありました。 

次に、資料５ページの提言、答申、建議という言葉についてですが、

事務局や教育委員会からの諮問を我々社会教育委員が議論して答える

のが「答申」です。ただ集まってしゃべっているだけではなく、藤沢市にと

っての社会教育の課題は何なのか、ということをみずから調査研究、議
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論をしてまとめていくのが建議、提言となります。２０１６年に提言が出され

て以降、新たなものが出ていないので、調査研究も我々の職務の中にあ

ることから、皆さんと一緒に考えていきたいと思っています。 

  次に「（２）社会教育委員会議の運営について」、事務局から説明をお

願いします。 

 

事務局  （資料２「会議の運営と議事録について」、資料３「藤沢市社会教育委

員会議の定例会開催状況」について、資料４「今期の社会教育委員会

議日程（案）の説明） 

 

川野議長  何かご質問はございますか。 

 

長田委員  資料４の日程（案）の中で１０月が２行出てきています。 

 

事務局  申しわけありません、上段の1０月は消してください。１０月の内容として

は、プランの進捗管理と今期の協議事項の２点を行いたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

川野議長  では、訂正をお願いいたします。 

続きまして、「（３）関係審議会等委員の選出について」、事務局から説

明をお願いします。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 非公開議題 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

川野議長  次に、「（４）生涯学習ふじさわプラン２０２１ 平成２９年度進捗管理につ

いて」の説明を事務局からお願いします。 

 

事務局   「生涯学習ふじさわプラン２０２１」は、平成２９年度から３３年度までの

５か年計画の生涯学習に関する個別計画となります。この計画は生涯学

習部内にとどまらず、学びの機会となる事業を集めた事業集的な部分も

あり、現在は全部で８０事業を位置づけています。 

  この前のプランである「生涯学習ふじさわプラン２０１６」を見直すとき

に、当時の社会教育委員会議から提言をいただき、それをもとにつくっ

たのがこのプラン２０２１になります。市民の代表である社会教育委員の

皆様からの提言をベースにつくったプランということでは、全国的にも珍

しいプランです。 

  続きまして、プランの推進体制をご説明いたします。副市長を本部長と

した生涯学習推進本部と、社会教育委員会議の両輪で、このプランを推

進しています。社会教育委員会議は、プランに対する評価や意見提案を

行っていただきます。５年間毎年プランの進捗管理を行っていただくこと
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が、職務の一つであるということをご理解ください。 

  ９ページは、プランの体系図になります。「一人ひとりの学びから地域の

人がつながり藤沢の未来を創造する」という基本理念のもと、基本目標

１、２、３を掲げ、それにひもづくものとして施策の方向、施策があり、各基

本目標に大体２０から３０事業を位置づけてこの計画を進めております。

各事業につきましては、２０ページから５９ページまでに掲載されておりま

す。 

  皆様の職務である進捗管理ですが、前任期においてプラン２０２１の進

捗管理方法をご協議いただいており、流れ等がある程度固まってきてお

りますが、平成２９年度の評価自体はまだできておりません。そのため、こ

のプランの事業を評価することが、皆様に取り組んでいただく最初の職

務となります。各課が自己評価した資料だけで評価を行うことはせず、実

際の事業を視察していただいたり、ヒアリングしていただく方法を、平成 

２８年度の進捗管理からお願いしているところです。 

  具体的には「生涯学習ふじさわプラン２０２１ 事業進捗管理流れ」の図

をごらんください。毎年全事業課が自己評価を行います。その評価を集

約したものが、「『生涯学習ふじさわプラン２０２１』平成２９年度実施報告

事業別一覧」です。この一覧を社会教育委員の皆様にお目通しいただ

き、評価する事業を絞ります。その絞った事業に対して皆様方からの事

前質問を募り、それに対して書面で各課が回答いたします。その回答を

踏まえ、事業ごとにグループになっていただき、ヒアリングや事業視察を

行っていただきます。こうした一連の流れを経て、事業ごとに社会教育委

員の評価をまとめていただき、各事業課の所属長への講評をしていただ

きます。その後、生涯学習推進本部にこの進捗管理の結果を報告し、最

終評価をまとめます。 

社会教育分野は数値で評価することが難しく、どのように進捗管理をし

ていったらよいか、過去の社会教育委員会議においてご協議いただき、

この評価方法に行き着いたという経緯がございます。 

  続きまして、「生涯学習ふじさわプラン２０２１ 進捗管理流れ（時系列）」

をごらんください。社会教育委員会議の任期を７月から２年後の６月末と

しているため、任期２年目は事業評価が途中で終わってしまうことから、１

年目と２年目との進捗管理の流れの違いを示した資料となります。 

  次に、「平成２９年度進捗管理事業（案）」ですが、抽出条件が３点ござ

います。１点目、４事業程度の抽出が望ましい。２点目、プラン２０２１の重

点的取組の中から抽出する。３点目、各重点的取組より万遍なく抽出す

る。これらの抽出条件から、４事業に絞りました。 

  １つ目は、生涯学習大学市民講師コース事業、２つ目は地域人材育

成・活用事業、３つ目はオリンピック・パラリンピックボランティア養成事

業、４つ目はアートスペース事業です。この４つの事業を委員の皆様方

で手分けして進捗管理していただきたいと思います。 
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  「平成２９年度進捗管理事業（案）」の最後に平成２９年度進捗管理抽

出事業質問一覧をつけておりますが、これは前任期の委員からこれら４

事業に対して出された質問や意見をまとめたものです。新しい委員の皆

様には、後ほど事務局からこれら４事業に関する質問用紙をメール等で

お送りいたしますので、事業を見ていただき、質問をお送りください。前

任期から出た質問と合わせて、各事業課に投げさせていただき、これに

対する回答を来月の定例会までにはまとめてお示ししていきたいと考え

ております。 

新しい委員の皆様におかれましては、今月中あるいは８月の１週目ぐ

らいまでに質問事項を事務局までお送りください。事務局からは以上で

す。 

 

川野議長  今はイメージで捉えてもらっていいと思います。詳しくは、１回やってみ

ると経験上わかるかと思います。むしろわからないうちのほうが、いろいろ

質問が出てくると思うので、今まで市民の目で見ていたものを、今度は委

員の目で見ていくということで、ぜひご協力をお願いしたいと思います。 

長田委員、経験上新しい委員の皆さんに何かお伝えすることはありま

すか。 

 

長田委員  実際に動いてみて、やってみないとわかりづらいと思いますので、新し

い委員と再任の委員とで意見交換していきたいと思います。 

 

川野議長  事務局に確認ですが、グループ分けは８月定例会でよろしいでしょう

か。 

 

事務局  できましたら、８月の定例会でスムーズにグループ分けができるよう、新

しい委員の皆様がどの事業にご関心があるのか伺えると助かります。 

 

川島委員  オリパラやアートスペースに興味があります。 

 

山田委員  職業柄、オリンピック・パラリンピックのボランティア養成事業と生涯学習

大学に興味があります。 

 

岩本委員  学校関係から考えるとアートスペース、片瀬中学校なのでオリンピック

が絡んでいるので、この辺もちょっと興味深いと思うところです。 

 

本多委員  私は地域人材に興味があります。 

  質問ですが、各課の自己評価基準はどういった観点でしょうか。 

 

事務局  「『生涯学習ふじさわプラン２０２１』平成２９年度実施報告事業別一覧」
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を１枚めくっていただきますと、自己評価の基準を書かせていただいてお

ります。 

 

本多委員  この年度はここまでやるという目標に対して、どこまでできたかが自己評

価の基準と考えていいですか。 

 

事務局  数値で目標を定めている事業も多くありますが、その数値を超えている

のに４段階で３と評価している事業もございます。委員の皆様から「そうい

うところも疑問だ」というご意見も頂戴できればと思っております。 

 

川野議長  担当課によって受けとめ方が違う場合があります。ヒアリングの際に自

己評価が低い理由を質問していただくのもいいと思います。 

   

市川委員  高校生を預かる立場からすると、ボランティアや地域のリーダーを考え

る中では、地域人材育成・活用やオリンピック・パラリンピックのボランティ

アに興味があります。また、日本文化に関連する部活動では、外国から

いらっしゃった方たちに日本文化を提供する等のお手伝いができるとよ

いなと思います。 

高校を卒業後、子どもたちが将来この地域に戻ってきて、この地域で

地域の支援をしていける、そんなことができたらいいと思っています。そ

のためには、高校生のときに地域を知る経験を少しでも積んでおくことは

いいことだと思います。小中学校のときは地域との関係があっても、高校

では難しくなるので、地域との関係をつくっていくというのは大事なことだ

と思っています。 

 

瀬戸内委員  どれも非常に興味があって、自分の肥やしになる事業であると思いま

す。資料４に「グループごと」とありますが、これはワークショップみたいな

ものにかかわるということですか。 

 

事務局  委員が１５名なので、進捗管理を４事業とすると、大体１事業４名から３

名のグループとなります。ただし、昨年度は興味が複数ある委員は、２つ

進捗管理をされた方もいらっしゃいました。視察やヒアリングを行い、評

価をまとめる作業をグループで行っていただくというイメージになります。 

 

瀬戸内委員  特に要望はありませんが、活動の時間帯といったところで家庭と仕事と

の制約があり、日中であれば、どの事業でも参加したいと思います。 

 

井沼委員  生涯学習大学に興味がありますが、地域でもいろいろ活動しておりま

すので、地域人材育成・活用事業にも興味があります。先ほどスポーツ

推進審議会の選出もありましたので、オリンピック・パラリンピックも関わっ
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てくるかなと思っています。少し芸術部門が苦手なもので、アートスペー

ス以外でしょうか。 

 

事務局  事業によってはイベントの関係上、視察日が決まってしまうものがありま

す。視察日程をある程度確定したものを皆様に早急にお知らせし、８月

にグループを決めていただきますようよろしくお願いします。 

 

川野議長  ありがとうございました。いよいよ生涯学習ふじさわプラン２０２１の我々

に課せられた業務が次の定例会から始まります。非常に真面目に取り組

んでいるのが藤沢市で、やればやっただけの充実感は出てくると思いま

すので、ご協力のほどよろしくお願いしたいと思います。 

  次に、「３報告」は何かありますか。 

 

事務局  特にございません。 

 

事務局  関係審議会に出られた方の報告についてのご説明を議長よりお願いし

ます。 

 

川野議長  関係審議会に出席した委員は、報告をペーパー１枚ぐらいにまとめて

報告する時間をとっています。本日はいらっしゃいませんが、次回以降

該当する委員は、ご準備をお願いいたします。 

続きまして、「４その他」に入ります。「（１）神奈川県社会教育委員連絡

協議会研修会について」の説明をお願いします。 

 

事務局  神奈川県社会教育委員連絡協議会が開催する研修会が、８月２３日木

曜日の午後、かながわ県民センターで行われます。テーマは「地域をつ

なぐ社会教育委員の役割」です。出席を希望する方は、７月３１日までに

事務局へメール、電話等でご一報いただけたらと思います。よろしくお願

いいたします。 

  次に、お配りした口座振込依頼書と社会教育委員の連絡先確認票に

ついてですが、審議会にご出席いただくごとにお支払いする報酬は、口

座振込となりますので、口座振込依頼書をご提出ください。 

連絡先確認票については、今後委員の皆様の間で連絡をとりあって

いただけるよう、委員名簿を事務局で作成して、次回８月にお配りさせて

いただきます。連絡先確認票の丸をつけていただいた項目を委員名簿

に掲載しお配りさせていただきますので、ご了承くださいますようお願い

いたします。 

 

川野議長  ありがとうございました。これで７月定例会を閉会いたします。 
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********** 午後０時 閉会 *********** 


